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小平市立小平第四小学校　６年１組　島村学級通信　Ｈ25.4.10

お手本となる！！

　今年１回目の避難訓練がありました。
	避難訓練は自分の命を守るため


の訓練です。

　だから当然、真剣に取り組まなければいけません。

　避難訓練行うにあたり子どもたちと当たり前のことですが確認をしました。

　地震が起きたら、机の下に隠れる。

　隠れるときの注意

①頭を隠す

②机の脚をもつ

　窓際に人の行動

	①窓を開ける・・・地震で建物がゆがんで開かなくなる可能性があるから
②カーテンを閉める・・・ガラスが飛び散らないように


ちなみに火災の場合は逆になります。

	①窓を閉める・・・火が燃え移らないように
②カーテンを開ける・・・外から中の様子がわかるように


　　火災の時に命を失うのはほとんどが「煙を吸い込んで」です。
　だから火災の訓練の場合は、ハンカチが必要になるのです。

　ハンカチで煙を吸い込むのを防ぐのです。

　さらに煙は上に上がるものなので、避難するときには身をかがめてなるべく煙ではなく空気が残っているところを避難するというのが大事です。

　基本的なことですが、再度確認して避難訓練に臨みました。

　また、１回目、１年生は周りで避難の様子を見学しています。

　６年生は最高学年として毅然とした態度で避難訓練をしていました！！


休み時間の過ごし方

四小セブンには７つ学校全体で守っていこうという項目が書かれています。
その中に　

	５　天気の良い日は、外に出て遊ぶ


があります。
　ここ数日は全員が外に出て元気に遊ぶか、１年生の教室に行き、一年生と遊んでくれています。

　１年生のお世話には、

	１年生と遊ぶ


という仕事もあるのです。

　６年生は「仕事」という感覚は全くなく、１年生のお世話を本当によくしてくれています。

　今日も放課後１年生の先生（村上先生）に、

「６年生が本当によくお世話をしてくれている」

「とっても優しくしてくれている」

とありがたいお話をくださいました。

　聞いている私も褒められているようでうれしくなりました。

　外で遊んでいる人たちも、汗をいっぱい書いて帰ってきました。

　子どものうちはたっぷりと汗をかくほど遊ぶのも大切です。

　汗をかく線（汗腺）というのは子どものうちしか発達しないそうです。

　汗というのは自分の体温を調節する大事な役割をしています。

　子どものうちにたくさん汗をかくと、汗腺が発達するのです。

　また、寒い時期に肌を出していると、肌が鍛えられます。

　残念ながら、大人になると、汗腺も肌も子どものように鍛えることができないのです。

　子どものうちに鍛えておかないと、大人になって汗による体温調節が苦手になってしまいます。

　熱が出たときに汗をかくことで体温を下げることができなくなってしまう恐れもあるのです。

　だから、学校では、

	外で元気に遊びましょう


という目標があるのです。

　ご家庭でも、こうした視点で子どもに声を変えていただけるとありがたいです。
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